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１ 議案第１０６号  平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第２号） 

 

          午前１０時００分 開  会 

○委員長（後藤 健） おはようございます。 

  本日は、ご多用中のところ、お集まりいただきましてありがとうございます。 

  毎年ですけれども、５月中旪くらいから下旪くらいまで結構暑い日が続いて、６月に

入ると、この梅雤のちょっと前の時期に、グッと冷え込むような時期が続いておりまし

て、季節外れの中インフルエンザも流行っているというような話もありますので、みな

さん体調管理には万全にしていただきたいなというふうに思っております。 

それでは只今から、企画産業常任委員会を開会いたします。 

 今次定例会の委員会審査の日程につきましては、お手元に配付の日程表にしたがって

審査してまいります。課ごとに説明終了後に質疑を行い、討論・表決につきましては、

一括で行うことといたします。正確な会議録作成のため発言の際は、挙手の上マイクの

スイッチを入れてからお願いいたします。 

 

○委員長（後藤 健） はじめに、企画部長より挨拶があります。五十嵐企画部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 改めまして、おはようございます。 

  常任委員会開会にあたり、一言あいさつをさせていただきたいと思います。 

  まず企画部事業推進にあたりましては、２カ月が過ぎようとしておりますが、議員の

皆様には日頃からご指導ご尽力をいただき、この場を借りまして厚くお礼申し上げたい

と思います。 

  さて、我々の方も事業を進めてる事業の中で若干報告成り、進捗状況をご説明申し上

げたいと思います。 

  総合政策課関係ですけれども、７月２５日に非核平和レポーターを広島の方に派遣す

る事業なんですけれども、６名の予算に対しまして、１４名の忚募があり、市長協議を

踏まえまして全員広島の方に派遣するというかたちに変わっております。予算は予備費

対忚で、近年にない忚募があったということの報告をさせていただきたいと思います。 

  それと、まちづくり課関係なんですけれども、先に実施されました、楢岡さなぶり酒

花火ツアーですけれども、年４回を予定した内の１回、全市域の魅力をモニターツアー

する事業なんですけれども、小雤の中に２１名の参加がありました。大変花火というと



- 3 - 

ろこでは喜ばれておりますので、この後の残り３回、全市、南外行ってますので、対象

のモニターツアーが開催されますけれども、最終的な反響や反忚を１年終わってみれば、

そういったものも期待しているところです。初めて全市にモニターツアーが入るという

ところで開催してますけれども、我々の方でも期待と反響をどのようなかたちで現れて

くるのか、今後期待してるところであります。 

  それと、市長が所信表明の中で、ちょっとこれ言葉なんですけれども、「市内各地域

の元気づくりのため、市役所の本庁及び各支所がその拠点となり、市民の皆様との協働

のまちづくりを一層推進する」ということを述べられております。それを踏まえまして、

我々企画部、総合政策課、まちづくり課の方で、６月２２日、支所の支所の市民サービ

ス課、活性化推進室の職員を対象に説明会を開催したいと思っております。各支所並び

に全市的な、そういう拠点となりうるものが出てくれば、一般質問の答弁の中でも市長

が、政策調整会議で実施するものは早目に実施したいというところ話しされております。

そういったものにかけれる案件であれば、そういったものを提案いただいて実施してい

きたいというところで、各地域の隅々まで元気にする取り組みを我々の方でも提案、忚

募なりをいただくこととなっております。 

  このあと、イベント絡みの話しなんですけれども、１件の補正予算なんですけれども、

コミュニティ助成事業の採択を受けまして、仙北地域と中仙地域のイベント備品が主な

内容となっておりますけれども、この後１件の審査となりますが、ご報告とこの後のお

願いというかたちで、ご挨拶に代えさせて頂きます。よろしくお願いします。 

 

○委員長（後藤 健） ありがとうございました。 

それでは、議案審議に入ります。 

議案第１０６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第２号）」を議題といたし

ます。 

当局の説明を求めます。高橋まちづくり課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） それでは、議案第１０６号「平成２９年度大仙市一般会

計補正予算（第２号）」のうち、まちづくり課所管にかかる歳入並びに歳出予算につい

てご説明申し上げます。 

資料№２、補正予算書の９ページをご覧願います。併せて資料№２－１主な事業の説

明書の１ページをご覧願います。 
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歳出２款１項１１目１９事業、コミュニティ助成事業費につきましては、４４０万円

の補正であります。 

本事業は、自治会などのコミュニティ組織が取り組む地域活動に必要な備品等の整備

に対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社

会の健全な発展に資することを目的に「一般財団法人自治総合センター」が主体となり、

宝くじ社会貢献広報事業として実施されているものであります。 

  これまでの実績につきましては、平成１８年度から２８年度まで２２件、金額で４，

４４０万円の事業が採択を受け、コミュニティ活動の促進が図られております。 

問題・課題につきましては「自治総合センター」のコミュニティ助成事業には、コミ

ュニティ活動に必要な経費を助成する「一般コミュニティ助成事業」のほか、「コミュ

ニティセンター助成」「共生の地域づくり助成事業」「活力ある地域づくり助成事業」

など、様々なメニューがあり、これらの活用が可能な地域や団体を適切に把握する事が

課題と考えております。 

事業の概要についてでありますが、今般、コミュニティ助成事業のうち、一般コミュ

ニティ助成として、仙北太鼓が実施する「平釣太鼓と組み立て式台の備品整備事業」、

並びに、活力ある地域づくり助成事業として、ドンパン祭り実行委員会が実施する「ド

ンパン娘を活用した地域活性化事業」について、昨年１０月に申請を行っておりました

が、本年３月２４日付けで助成の決定を受けたことに伴い、予算の補正をお願いするも

のであります。 

  それぞれの事業の概要についてでありますが、仙北太鼓においては、直径３尺、胴の

長さ１尺８寸の平釣太鼓と組み立て式の台をそれぞれ１台を整備するものでありますが、

これまでは太鼓店や他の団体から借用しておりましたが、借り上げ料や運搬の負担を尐

なくし、円滑な活動に結びつけるため、この度の申請に至ったものであります。助成額

は２５０万円となっております。 

また、ドンパン祭り実行委員会においては、ドンパン娘の持続的な確保・育成と「ド

ンパン節の里なかせん」の地域イメージの発信・ＰＲを目的に、ドンパン娘の衣装整備

と、ポスター及びプログラムの作成を行うものであり、助成額は１９０万円であります。 

  補正予算の内容についてでありますが、仙北太鼓並びにドンパン祭り実行委員会に交

付する補助金として、補正予算書９ページ、１９節の負担金補助及び交付金に４４０万

円の補正、併せて歳入についても補正予算書８ページ中段の、２０款５項３目雑入１６
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節助成金にコミュニティ助成事業助成金として４４０万円の補正をお願いするものであ

ります。 

 以上、まちづくり課所管にかかる補正予算についてご説明申し上げましたが、よろし

くご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（後藤 健） ありがとうございました。 

説明が終了いたしましたので、これより質疑を行います。 

質疑のある方は、挙手の上お願いいたします。はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） ご説明ありがとうございます。 

  助成事業、ここにあるだけでも４種類ぐらいありますけど、具体的な違いっていうの

が、市民の方に分かり易くなってればいいんだけど、ちょっとその辺分かり易くなって

いるのかなと、ちょっと思ったので、それが１点と。 

  あどそれから、五十嵐部長の方がら冒頭説明いただいた時に、６月の２２日に支所を

対象に説明会ってあったっすけど、これど絡んでくると思うんだっすけど、役所の中で

いろんな企画されているど思うんだっすよ。これど関連して、前役所にいる若い人たち

の声吸い上げるということで、例えば例として、スタバとのコラボ商品どがっていう話

し前にお聞きしましたけど、例えばそういうの進めるにあたっても、もうちょっと市民

の声を取り入れていく方向っていうか、そういうのを模索してもらいたいなと思ってっ

すよ。 

  ちょっと俺これ調べたんですけど、参考にしてもらいたいのが、愛知県の小牧市とい

うとこでやってる「夢にチャレンジ助成金」っていうの、まずあるっすおんな。あど、

新潟県の燕市、ここでは「羽ばたけつばくろ忚援事業」っていうのあります。あと、福

井県の「ふくい若者チャレンジ忚援プロジェクト」っていう、こういうのもあって、若

者の夢を市民の声を取り入れながらやっていぐっていう方向を模索してもらいたいなと

思ってでした。その辺についても関連することだと思うので、考えお聞かせいただけれ

ばと思います。市長の所信表明の中でも若者が夢にチャレンジするっていう、確かそれ

４点目にあったど記憶してるので、その辺も伺いたくてでした。よろしくお願いします。 

○委員長（後藤 健） はい、高橋まちづくり課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） はじめに、このコミュニティ助成事業、様々な種類がご

ざいますので、その内容について要約しながら説明をさせていただきたいと思います。 

  まず一つは、一般コミュニティ助成事業、これがほぼ大仙市の方で申請されている事



- 6 - 

業の主体となってるものでございますが、これは住民が自主的に行うコミュニティ活動

の促進を図るため、その必要な設備、備品等の整備を進める事業であります。その他、

コミュニティセンター助成事業ということで、集会施設の修繕や建設に関する助成事業。

その他、地域防災組織育成事業として、自主防災組織の育成、それから消防団の育成、

そういった内容のものがございます。その他、青尐年健全育成助成事業ということで、

青尐年の健全育成に資するためのスポーツ、レクリエーション活動、そういった内容を

助成する事業。共生の地域づくり事業として、子ども、女性、高齢者、障がい者、そう

いった方々の住民にやさしいまちづくりを進めるための備品等の整備。地域の芸術環境

づくりということで、企画制作能力の向上、公立文化施設の利活用の推進といったこと

から文化芸術事業に関わるソフト事業の支援。地域国際化推進助成事業として、国際化

の推進に資する先導的かつ他の団体の模範となるようなソフト事業。それから８つ目で

すが、今回ドンパン祭り実行委員会が申請しました活力ある地域づくり助成事業として、

地域の資源を活用した特色あるソフト事業への助成、こういったメニューがございます。 

○委員長（後藤 健） ２点目は五十嵐部長でいいですか。はい、部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 役所の中の若い人の提言のスタバとコラボしたという一例を

上げますと、今現在ハードルを超えるために提案者の方にいろいろと戻しながら予算措

置、実施可能なのかを役所の方ではやっております。それを最終的に２，３絞りながら

９月の政策調整会議の方に上げれるようにしたいなというふうに今動いているところで

す。それと、市民の声という話しなんですけれども、６月２２日に説明会を開催します

けれども、支所の方には地域振興計画、それと地域協議会があります。一般質問の中で

も話しておりますが、地域協議会の方に戻すということは、例えば職員なり、地域協議

会の方に今の説明会を戻しながらやりますけれども、市民の声というところでは、職員

が提案されても地域協議会、振興計画にそったものか審議される、そういった地域協議

会の方から提案なり、市民の声、支所の方でどういったかたちでやるのかは我々の方で

地域協議会の委員から直接やるのか、市民の声を拾い上げるとか、そういったものを含

めて６月２２日に説明会を開催するというお話でございます。通常であれば地域活性化

推進室、まちづくり課所管の２名がおりますので、それと踏まえて市民サービス課、本

来農林建設課も支所の方は入るんですけれども、農林振興課は独自に農業施策の方に各

支所の方にもう下ろしておりますので、それで今回我々、市民サービス課と地域活性化

推進室、あとは公民館と一緒に説明を行って各地域協議会の方で、その事業の提案をし
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ていただきたいという、市民と協働のまちづくりの基本理念を崩さないようにしたいと

いう思いで６月２２日に説明会を付けるという内容であります。それと、各県で「つば

め羽ばたけ」とか「チャレンジ」とか、いろいろとやっております。それらの事業が、

今回引っ張り出したいのは、我々も財源が無いので、推進交付金を活用できる事業なの

か、一般財源で実施すべきなのか、各補助事業を活用すべきなのか、前倒しで事業のタ

イトルなり、内容を吸い上げてから出来るだけ振り分けたいなというところで、まちづ

くり課と総合政策課が中心になるんですけれども、そういった財源の手当ても我々の方

で申請できるものは国の方にお願いしたいというところで、この時期、当初予算ではな

いんですけれども、年度途中でも推進交付金の方は受け付けておりますので、そういっ

たものを模索したいという内容ですので、今はあの、大曲分は総合政策の若い職員が６

月２２日の説明会の通知出したら、我々で提案してもいいかという話しを、それはやっ

ぱり地域協議会の方に戻しながらやっていければなという、大曲は大曲分で大曲全域を

考えて、各支所は旧市町村単位に考えさせたい。なおかつ全市的な事業も提案できない

のか、そういったもの、地域協議会で最終的には揉んでいただいてから提案いただきた

いというのが今回の主旨でございます。以上であります。 

○委員長（後藤 健） はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） ありがとうございます。実際今、各地域の地域協議会の中に結

構若者がいなくて、みんな難儀してるっていう部分もあるので、なのでそこも含めなが

ら、ここにいる若い人たちの声取り入れるというのは、すごく良いことなんだと思うし、

続けてもらいたいんですけど、全市的にいる市の住民の若いところからの吸い上げをも

う尐し濃い吸い上げ出来るような体制を模索できればなと思って、それででした。今後、

模索していぐということでしたので、なんとかその辺、頭においででいただければと思

ってお話しさせていただいたところです。よろしくお願いいたします。 

○委員長（後藤 健） はい、五十嵐部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） ６月２２日の説明会の方で、その旨を、我々全市で若い人の

意見を取り入れるという案もあるんですけれども、やっぱり各地域協議会という組織が

あるので、その中で各地域から忚募いただけるように説明したいと思いますので、地域

協議会並びに各支所で、独自でそういった模索できるような説明をしたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。はい、金谷委員。 
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○２３番（金谷道男） 過去の実績というか、１８年から２８年の１０年間見れば３２件

の内、採択なったのが２２件ということは、１０件くらい採択ならねがった。年度内に

採択ならねくても、その後で採択なったので結果はなくなってるかもしれないですが、

もし、本当に採択ならねものあったどすれば、それってどういったどごがこう理由って

いうが、ひっかがった問題点だったのがな。 

○委員長（後藤 健） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） これまでの採択、不採択、先ほど説明した数字のとおり

でございますけれども、まず採択なりにくい点というのは、やはり市が認めているコミ

ュニティ会議、そういった自治組織、自治活動を行える団体であるのか、例えば営利を

目的としているような団体でありますとか、地域を限定したものでありますとか、活動

が本当に限定されたもの、そういった活動については不採択になるというふうな傾向が

出ております。また、今金谷議員がおっしゃいましたとおり、不採択の後、もう１度申

請してというかたちのものも何件かございます。やはり自治総合センターの方では全国

を対象とした助成事業でありますので、広い範囲にみんなから使っていただきたいとい

うようなことから、１カ所に何件も集まるような採択にはならないというようなことを

お聞きしたことがあります。そういったことから２年目に申請して採択を受けるという

こともございますので、これまで申請していただいた団体については、１回では採択に

ならない場合もあるので、あきらめずに再申請をしていただくようなお話もさせていた

だいております。以上です。 

○委員長（後藤 健） はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） これって、１００分の１００の補助があるっていうことですか。 

○委員長（後藤 健） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） そうです。助成金としては、１００分の１００。はみ出

た分については自己資金といったかたちで、ただ、この一般コミュニティ助成では上限

が２５０万というようなかたち、もう１件、ドンパン祭りの方でやった地域資源を活用

したものは２００万円というような上限もございますが、基本的には１００分の１００

というふうになってございます。 

○委員長（後藤 健） はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） そうすれば、ここさ出てきた事業費は１００分の１００だがら２

５０万だども、実際は、例えば２７０万だったがもしれねども頭あど切られだがら、事
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業費と補助金の申請額が一緒なってらっていうごど。そういうふうに理解せばいんだが。 

○委員長（後藤 健） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） 今回の申請につきましては、仙北太鼓においては、太鼓

と台でちょうど２５０万というふうに自己資金の持ち出しはないというふうになってご

ざいます。ドンパン祭りの方は、１９１万７，５４０円ということでしたので、１９０

万の助成金に自己資金を１万７，５４０円を持ち出すという内容となってございます。 

○委員長（後藤 健） よろしいですか。はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） これって、全市で自治組織は大仙の場合ねえごどだべがら、全市

で共通でコミュニティ活動で使えるものを準備するっていうような申請は難しいべな。

俺何言いでがっていえば、前がらずっと言ってらったども、屋外のイベントある時にテ

ントって非常に必要なんだけど、ちっちゃいテントはあるんだけど、ある程度大きいや

つで、前久米副市長さすごい食い下がったども、買ってもらえねがったども、災害用に

も使える、エアー送ってやって軽トラックとかさ積み込むにいいやつあるんだな。結構

調べてもらったんだ。中々難しい話で最後そのままなってらども、今ほれ外でイベント

あるし、災害時に使えるし、結構でっけぇのあるんだな。あれば、いろんなとこのイベ

ントやる時にいいもんだなと思って、なんか災害対策の時に見せてもらった、あれジャ

ストがどっかで持ってるやつなんだ。なんかそういうのがあれば屋外イベント、非常に

関わってるもんだがら、あればこれな、秋祭りとかいろんなことに使えるなという気が

あるんで、尐し研究してみればなんとだべということです。全体で、全域に使う、支所

単位にあれば一番いいごどだべども、そこまでの回数はねえど思うので、もしかすれば

こういう事業使ってよ、考えてみればいいんでねがなと、ちょっと思いましたので。 

○委員長（後藤 健） はい、高橋課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） このコミュニティ助成につきましては、市としても申請

ができるということになっておりますので、その申請は可能かと思います。ただ主旨の

方に住民の自主的な活動という点がございまして、これはあくまでも推測でございます

が、そちらの自主的な団体、住民による団体の方が優先されて採択されているような傾

向がございます。ただ、何度も申しますが、市としても申請ができることになっており

ますので、その必要性、重要性が認められれば採択の可能性はあると考えております。 

○委員長（後藤 健） はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） なんか、俺支所単位くらいでも本当はあればすごくいいことなん
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だべども、必ず申請した時に回数とか対象者っていった時に、あんまりその、大きいん

だがら、引っ掛かるべがなと、一回チャレンジしてみる気持ちはあった方いいかと思う

ので、俺自分方の支所さもちょっとしゃべるども、なんか全体でやった方が通るかなと、

今話し聞いてて思ったので、ちょっと提案です。 

○委員長（後藤 健） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） これまでも支所単位では、最近では２７年度の協和支所

でテントを購入したという例もございますので、そういったかたちでの申請も十分可能

と思われます。 

○委員長（後藤 健） はい、五十嵐部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） これに関連してテントの話しなんですけど、この後、経済産

業部で実際大きいテントを補正予算の方に、多分説明あるかと思うんですけれども、入っ

てるというお話で、私が関わっていまして、大きいテントが、なかなかアルミでやるとす

れば一般の自治組織では難しいのかなという点があって、それがやれれば多分可能かと思

います。多分、今書いているのが３間に４間とか、もっと大きい４間の８間とかというテ

ントを見積もっておりました。ただやっぱりアルミで、やるとすればある程度プロでない

と組み立てが、その辺が自治組織になった場合にできるかどうかを検討しなければできな

いのかなというふうに思ってます。エアーの方も軽トラには天幕は積めるんですけれども、

防炎っていうかたちなればシートがやっぱり丈夫になって、燃えない素材になればちょっ

とあれなのかなというところで、今回も多分説明あるかと思うんですけれども、経済産業

部の方で、本来やっているものを２つに小分けしないと一般の人が中々組み立てが難しい

のかなというところあります。申請では大きいもの申請してます。多分、説明あろうかと

思いますが、そういった問題点も大きいテントなれば組み立てに難もやっぱり、災害なれ

ば専門の業者がすぐ半日で組み立てることが可能かと思うんですけれども、そういった大

きいテント、エアーでも骨は若干入りますので、そういったところには難儀するのかなと

いうところもありますので、我々もフォアブルーだったり見てますけれども、やっぱり専

門業者でないとなかなかボルト締めやるとすれば、アルミで簡単なものなんですけれども、

ちょっと難儀するのかなというふうに感じてるところでもあります。以上です。 

○委員長（後藤 健） よろしいですかな。ほかに。はい、佐藤委員。 

○４番（佐藤隆盛） この仙北太鼓だども、２５０万って、太鼓だけだばなんぼぐれする

おんだっしべ。 
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○委員長（後藤 健） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） 今回のこの平釣太鼓、３尺という大きな太鼓、これが２

０８万円という見積もりが出てございます。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） なければ、質疑を終結いたします。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。再開は入れ替え後でお願いい

たします。 

          午前１０時２８分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午前１０時３０分 再  開 

 

○委員長（後藤 健） それでは休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  はじめに、福田農林部長からあいさつがあります。福田農林部長。 

○農林部長（福田 浩） 審査をお願いいたします前に、一言ご挨拶を申し上げます。 

  委員の皆様には、日頃より、農林部の各事務事業の遂行に際しましては、格別の御指

導、御協力を賜りまして、厚くお礼を申し上げます。  

  今次定例会には、農林部関係では、一般会計補正予算第２号といたしまして、農業振

興費と畜産業費、水産業費合わせて６１５万３千円の補正をお願いしております。 

 補正内容といたしましては、農林振興費では青果物基金協会の基金造成にかかる負担

金、畜産業費では全国和牛能力共進会が宮城県で開催されるための出品農家への報償及

び開催期間中の担当職員の旅費の補正を、水産業費におきましては、鮭資源の増殖及び

活用のため丸子川にウライを設置し採補・採卵を実施する経費などが主な内容でござい

ます。 

 この後担当課長より詳細な内容を説明させていただきますので、よろしく御審査の上、

御承認賜りますようお願い申し上げます。 

なお、新規就農者研修施設担当の進藤部長待遇でございますが、案件のある時のみ出

席させて頂きますのでよろしくお願いいたします。 

○委員長（後藤 健） ありがとうございました。 
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  それでは、審査に入ります。農林部所管分について、当局の説明を求めます。 

はじめに、渡辺農業振興課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 議案第１０６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

２号）」のうち、農業振興課所管分につきまして、ご説明申し上げます。 

  資料№２の「平成２９年度大仙市補正予算（６月補正）」により、説明させていただ

きます。なお、歳入予算につきましては、歳出予算の中の財源内訳で説明させていただ

きます。 

 それでは、資料№２の「補正予算（６月補正）」の１０ページをご覧願います。 

  ６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費、５６事業「農業振興費負担金」に

つきましては、１４０万３千円の補正をお願いするものであります。 

  補正額の財源内訳は、全額、一般財源であります。 

  今回の補正は、秋田県青果物基金協会に対する負担金として、園芸作物を生産する生

産者が、ＪＡ及び全農を通じて出荷した園芸作物の価格が、保証基準額を下回った場合、

生産者、ＪＡ、市町村、全農及び県があらかじめ積み立てした交付準備金を財源として

補給金を交付することにより、生産農家の健全な経営と市場への安定供給を図ろうとす

るものであります。 

  ＪＡの計画による、大仙市分の２９年度負担金造成計画額は、５５３万３，７３６円

を予定しておりますが、平成２８年度末における準備金の残高は、４１３万１，０５８

円であったことから、差額の１４０万２，６７８円、補正額にいたしまして、１４０万

３千円の補正をお願いするものであります。なお、当該基金の造成率は、秋田県４０％、

ＪＡ全農あきた１０％、市町村１０％、ＪＡ１０％、生産者３０％の割合で造成するも

のでございます。 

 つづきまして、同じく、資料№２の「補正予算（６月補正）」の１０ページをご覧願

います。 

４目畜産業費、１４事業畜産共進会費につきましては、１２３万１千円の補正をお願

いするものでございます。 

 補正額の財源内訳ですが、全額、一般財源でございます。 

  事業の目的ですが、全国和牛能力共進会は、優良な和牛を５年に１度、一堂に集め、

改良の成果やその技術力を競うことを目的に開催され、昭和４１年に岡山県で開催され

た第１回大会から数えて、本年で１１回目を迎えます。 
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  お手元のリーフレットにありますとおり、会期は、平成２９年９月７日（木）から翌

週の１１日（月）の５日間で、会場は、種牛の部が仙台市宮城野区の仙台港に隣接する

「みやぎ産業交流センター『夢メッセみやぎ』」で、肉牛の部が、同じく宮城野区扇町

の仙台市中央卸売市場食肉市場で開催され、全国から種牛の部に３３４頭、肉牛の部に

１８３頭が出品される予定となっております。 

肉用牛生産は、本市農業の重要な複合品目であり、出品農家をはじめ、県や市町、関

係団体が一丸となって、和牛の改良を進めてきたところであり、その成果となる優良牛

を出品することで、大仙市における「秋田牛」ブランドを全国にむけ発信するものであ

ります。 

事業の概要でありますが、第１１回全国和牛能力共進会へ出品に要する関係経費を計

上してございます。 

  本市の出品候補牛は、種牛の部に９頭、出品農家が７名であり、地域別では神岡地域

１頭、中仙地域５頭、仙北地域１頭、太田地域が２頭でございます。 

  肉牛の部は、２頭で、出品農家は神岡地域から１名となっております。 

 本市から出品候補牛としては、以上の１１頭をエントリーしておりますが、秋田県の

代表として最終的に決定されるのは、種牛の部が、６月２７日（火）、肉牛の部が、７

月２６日（水）となってございます。 

したがいまして、現時点で出品頭数が未確定となっておりますが、候補牛全てが、出

品されるものとして所要の金額を計上しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 補正額１２３万１千円の内訳でございますが、出品農家への報償費として、８５万円

を計上してございます。 

先ほど申し上げましたとおり、本市では、種牛９頭、肉牛２頭の計１１頭が候補牛と

なっておりますが、１つの区分で超過出品している区分がありますので、実際に出品牛

として選ばれるのは、最大で種牛が８頭、肉牛が２頭となり、種牛については１頭あた

り１０万円の８頭分として、８０万円、肉牛については、１農家に対し５万円を計上し

ております。 

この単価は、出品農家の留守時に牛の世話をするヘルパーの賃金や事前審査等にかか

る経費から積算したもので、出品頭数の多い、由利本荘地域や近隣市町の統一的な単価

を参照し、設定したものであります。 

また、このほか出品農家に同行する職員にかかる旅費（日当）として、４万４千円、
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高速代の使用料として３万１千円、宿泊にかかわる負担金の補助として３０万６千円。

計３８万１千円を計上しております。 

同行する市の職員につきましては、県やＪＡ職員と共に、会場内秋田県ブースの準備

から、出品牛・出品者の補助・連絡等の業務にあたるもので、出品地域の畜産担当職員

を中心に、全日程期間において職員２名が同行するほか、審査等により繁忙となる後半

に２名を増員し、合計４名で業務にあたる経費として補正をお願いするものであります。 

 以上、平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第２号）のうち、農業振興課所管分に

ついて、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い

申し上げます。 

○委員長（後藤 健） ありがとうございました。 

説明が終了いたしましたので、これより質疑を行います。 

  質疑のある方は挙手の上、お願いいたします。はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） 基金協会のことについて２点、１点はこの対象になる園芸作物っ

てＪＡに出荷した園芸作物全部っていうことだが、それともその中のこれとこれとこれ

とかっていうことなのかなということと。それから準備金の根拠なんだけど、これは年

間の出荷、想定額とかに対しての拠出というが準備金なもんだが。そこら辺教えてくだ

さい。 

○委員長（後藤 健） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 対象品目でございますが、秋田県では２７品目をこの協会

に負担するものとして選定してございます。このうち大仙市においては８品目、実際の

品目になりますけれども、きゅうり、キャベツ、ねぎ、輪菊、小菊、トルコギキョウ、

りんどう、ダリア、この８品目をこの基金の事業に参加したいという申し込みを受けま

して、このこの事業が大仙市としては成り立っているものでございます。また、基金の

造成でございますが、今回２８年度の造成が、補償金が交付されたことによりまして、

大仙市の２９年度の申し込みよりも上回ったということに、要は基金が尐なくなったと

いうことで今回補正をお願いするわけでございますが、まずこの造成でございますが、

造成の単価という、決まっておりまして、というのは平均価格、２２年から２６年の５

カ年の平均の単価の内、５中３、高い低いを除いた３つの平均を取ったものを平均単価

と据えております。その中の補償基準額と、先ほど下回った場合交付されると申し上げ

たんですけれども、この補償基準額と最低基準額というものがあります。この最低基準
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額というのは、平均価格より６割相当と見ております。先ほどの補償基準額というのは、

平均価格の９０％で、要は補償基準額というのは、通常の平均の販売価格の９割を想定

する基準額になるんですけど、それによりまして、造成する単価というのは、その９割

の基準額と最低の６割の基準額、要は３０％に、それのさらに９割掛けしたものを造成

率として、造成単価として決められております。当然２８年度に先駆けして補給してし

まった分、それを今言った造成単価が積算されますので、団体に忚じた造成割合、県が

４０％、ＪＡの全農秋田、そして市町村とＪＡ、各１０％と生産者が３０％をその不足

した部分、市町村なりも造成した上で生産者も３割を積み立てて、今年度の申し込みに

対忚するだけの基金を造り上げるという、ちょっと分かりづらいご説明だったんですけ

れども。 

○委員長（後藤 健） はい、金谷委員。 

○２３番（秩父博樹） 要は、生産者が年度初めに申込みする金額を積み上げていって、

過去の価格との試算で今なんぼ預金残ってらがということど、差額だということだな。

せば、申し込みが前提だっていうことだな。 

○委員長（後藤 健） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） はい、そのとおりであります。申し込みが前提となって、

この基金の事業が推進されております。 

○委員長（後藤 健） はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） それと、そうすれば一番生産量多いエダマメについては、県の価

格補償はやってねえんだよな。入ってねんだよな。 

  価格補償やるどが、やってらどがだがや。 

○委員長（後藤 健） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 確かに県の品目では、２７品目の中にエダマメという品目

も設定されておりますが、大仙市の方では、先ほど申しました８つ、エダマメは入って

いない加入申請の状況になります。エダマメについては、当然秋田県が集荷量に対して

はここ２年ほど全国１位、ただ販売額に関しては東京近辺の方が単価が高い故にトータ

ルで販売額は１位とはなっておらないんですけれども、価格補償制度自体は今は大仙市

では加入申請が無いという。ＪＡでも価格補償制度では。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。はい、渡邊委員。 

○１９番（渡邊秀俊） なんかの機会にしゃべってもらいでんだども、こういう意見あっ
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たということで。青果物の価格補てん、結構積み立てってあるごどだども、生産者に対

しては、生産者自体あるごどわがるども、来るどは誰も予定してねぎょ。来るどしても

全部終わって忘れだんたころくるべ。再生産できるじぇんこくるがっていえば、まった

くごねんだよな。だがら、この制度を存続するんであれば、今言った説明がなにしゃべ

ってるが分かるように、もう尐し簡単明瞭にして、来るんだったら来る、こねんだった

ら来ない、あんたはこれさかだってるがら、こんけ来ますよ。かだってねば来ませんよ。

もう尐し制度自体を簡単にしてよ、生産者さ労働意欲、若しくは不作の場合はこういう

制度あるんだがら一生懸命頑張ろうっていうような制度替え。何年も経ってるどもよ、

行政の自己満足みだいたもんで、生産者に対してはなんも良いどごねんだよな。そこあ

たり、制度を存続させるか、存続するんであれば、もう尐し単純明快にわがるようにな

んかの機会あったらしゃべってでけれ。 

○委員長（後藤 健） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 確かに今、８品目大仙市で加入しておるんですけれども、

トータルの加入者数というのは、１１０名といった状況です。このうち、リンドウに関

しては、要は一番恩恵を被りやすいのがリンドウというような話しのようなんですけれ

ども、そちらは全員加入ということには、推進されておるようなんですけど、他の品目

に関しては、やはり実際の平均価格の当時が峻別の平均価格との差額がそうそう発生し

内故に余り恩恵が、先ほど渡邊議員申されましたとおり、なかなか尐額であったり、時

期が遅れてしまったりという中で、今一つ恩恵を被りづらい、実感しづらいという状況

はありますけれども、今度要は確かに青果物の協会あるんですけれども、今後収入保険

制度という中で、自らの経営の価格補てんという制度との選択というものも、これから

出てくるのかなと。で、まずＪＡの方にも極力加入、分かりやすいかたちで加入を促進

するというのは、やはり価格が下がった時の一助となることなりますので、そちらはＪ

Ａの方にもお話していきたいなと思ってございます。 

○委員長（後藤 健） はい、渡邊委員。 

○１９番（渡邊秀俊） 今言ったように、野菜農家っていうやつは、３年に１回ちょっと

あだればいっていう感覚で、今言ったように、自分方が、あんた方困った時に出します

よと、してじぇんこ集めてよ、出る時は手続きずっと遅くて、ちょこっとしか出ねわげ

だ。何回も言うども再生産が可能だっ、じぇんこな出てこねわげよ、だがら組織存続、

この機構自体の存続をそろそろ考えねばねと思うんだよな。こうやって、１００万、２
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００万出すんだったら、直接、前にこごで大豆さ振興策でやったように１反歩なんぼで

やった方がよっぽど良いど思う。 

○委員長（後藤 健） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡邊秀俊） はい。今渡邊議員おっしゃられましたとおり、機会を捉え

ながら、そのような農家さんの意見もあるよというあたりを伝えてまいりたいなと思い

ます。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） なければ、質疑を終結いたします。 

  つぎに、農林整備課所管の説明を求めます。田村農林整備課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 議案第１０６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

２号）」のうち、農林整備課所管分につきまして、ご説明申し上げます。 

  資料№２の「平成２９年度大仙市補正予算（６月補正）」と資料№２－１「主な事業

の説明書」により、説明いたします。 

  なお、歳入予算につきましては、歳出予算の財源内訳で説明させていただきます。 

それでは、資料№２「平成２９年度補正予算（６月補正）」１０ページをご覧願いま

す。 

６款農林水産業費、３項水産業費、１目水産業振興費、１２事業「鮭資源等確保活用 

事業費」であります。 

補正前の額１，８１２万７千円に、３５１万９千円の補正をお願いし、補正後の額を

２，１６４万６千円とするものであります。 

財源の内訳としては、３５１万９千円、全額一般財源となっております。 

次に、資料№２－１「主な事業の説明書」２ページをご覧願います。 

事業の目的でありますが、鮭資源の増殖及び鮭資源を活用した地域の振興を目的とし

ております。 

これまでの実績と成果でありますが、県内ふ化場が減尐する中で、大仙市ふ化場への

期待は大きく、鮭資源の確保と河川環境の向上に寄与しております。 

  平成２８年度鮭の採捕、採卵、稚魚放流数の実績と前年度比でありますが、採捕数が

４，２５９尾で３３．５％の減、採卵数が２５１万４千粒で１１．６％の減、放流数は

２３３万２千尾で４．９％の減となっております。 
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  採捕数の減尐については、１０月上旪の増水によるウライの破損等の影響はあるもの

の、放流から遡上までの自然環境が影響していると思われます。 

問題と課題でありますが、採卵後の鮭の有効活用については、特産品の開発を進めて

いるところでありますが、尐し時間がかかっているのが現状です。現在の取り組みを申

し上げますと、昨年１１月には、鮭料理を広く市民に伝えるため、中仙地域のＪＡ加工

部の４人、嶋田ハムさん、太田地域の農家レストランから参加いただき、料理教室を開

催しております。農家レストランでは、鮭の麹漬け（紅葉漬け）を提供したと伺ってお

ります。 

また、駅前商店街では、現在販売されている、鮭ジャーケーの他、鰹節を手本にした 

鮭節の開発を市内米麹会社から協力を得て、開発を進めているほか、特性の味噌を使用

した「ちゃんちゃ」焼きの商品化についても進めているところであります。 

  また、先月初めには、潟上市の佃煮屋さんから、鮭を購入したいとの問い合わせがあ

り、商品化に繋がるよう、今後に期待しているところであります。 

今後の方向性と２９年度概要でありますが、補正をお願いする理由について、説明申

し上げます。 

  毎年２４０万尾の放流を目標に、玉川で採捕、採卵を行っていますが、近年丸子川で

も鮭の遡上が確認されていることから、より安定的に卵を確保するために、増水被害の

尐ない丸子川にウライを設置し、採補、採卵を実施するものであります。 

河川の整備・ウライの設置計画でありますが、河川管理者である秋田県から協力をい

ただいて、河床整備に係わる費用を負担いただくことが今年３月に決定しております。 

  また、ウライ設置に係わる費用及び採補に係る人件費については大仙市の負担となり、

今次定例会で補正をお願いする部分であります。 

採捕・放流計画でありますが、玉川と丸子川を併せて１００万粒の採卵が確保出来た

時点で、丸子川では採補を終了し、自然抱卵に切り替えます。丸子川の遡上が増えるよ

う数年間は、玉川の稚魚も含めた、８０万尾を丸子川から放流する計画です。 

ウライの設置箇所についてですが、丸子橋下流２０ｍ～３０ｍ地点を予定しておりま

す。 

期待される事項として、増水による影響が尐ないため、１０月中の前期卵の確保が可

能であることと併せて、中心市街地で鮭の採捕が見れることから、市民の丸子川に対す

る関心が高まることや、観光スポットとしても期待出来ると思われます。隣接する街区
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公園等を活用したイベント等も今後計画し、広く市民及び観光客に大仙市の鮭をアピー

ル出来ると考えております。 

補正の内訳でございますが、採補に係る人件費として５９万４千円、ウライ設置に係

わる重機の使用料として２４万８千円、ウライ修繕に係る部品購入、加工費として、１

３８万８，２６０円、ウライに取付けられる捕獲槽の制作費として、１２８万７，８６

２円であり、合計で３５１万８，１２２円となります。 

  なお、来年度以降については、採補に係わる人件費とウライ設置に係る重機の使用料

が主な経費であり、河川の状況にもよりますが、丸子川の採捕に係る経費は、９０万円

程度となる見込みであります。 

  以上、議案第１０６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第２号）」のうち、

農林整備課所管分につきまして、ご説明申しあげましたが、よろしくご審議の上、ご承

認賜りますよう、お願い申しあげます。 

○委員長（後藤 健） 説明が終了いたしましたので、これより質疑を行います。 

  質疑のある方は挙手の上、お願いいたします。はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） 国の方の活用できるような補助事業って、ありそうな感じなん

ですか。今のところなかなか見つからないような感じなのか、まずそれ１つと。あとそ

れから、やなの材料、ここまで出してるっていえば、図面もあるのがなと思うんだっす

けど、図面どが施行どがって、近くの業者であるもんだっすが。それとも全然違うどご

からの業者なもんですか。 

○委員長（後藤 健） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 国庫補助につきましては、施設の部分的な補修を今年度も

トイレの改修等を行うこととなっておりますが、対象なるような事業は実際ございませ

ん。今後、施設全体となると、また別の補助金等があると思いますが、直接この事業に

関する補助金というのがなかなか見つからないのが現状でございます。また、ウライの

補修、今回のウライにつきましては、昔使った古いものを補修するということで、買う

と１ｍ当たり６万円くらいすると聞いておりますけど、５０ｍの全幅なんです。莫大な

費用になりますので、古いのを補修してやるということで、これはメーカーから部品を

買って、漁業組合の方で直接補修することとなっております。また、最後のカゴ、鮭を

集めるカゴ、捕獲のカゴなんですけど、そのカゴについては今百二十いくら掛かるんで

すが、これは神岡の鉄鋼屋さんで、今漁業組合に関連する会社がございまして、そこが
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専門にそれを作ってまして、どこでも作れるっていうものではないものですから、そち

らの方で、地元で作るということになっております。 

○委員長（後藤 健） はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） せば、組立てるのは地元の漁業組合の方で組み立てるというこ

とだっすか。 

○委員長（後藤 健） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） ウライの設置と組み立て等については、すべて漁業組合で

委託の中に入ってございますので、それに人件費とかも計上しておりますので、その中

ですべて行うということでございます。 

○委員長（後藤 健） はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） ちなみにこのやな作ってるメーカーって、この辺ですか。それ

とも全然違うところですか。 

○委員長（後藤 健） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） すみません。カタログ１枚しかなくて、これ見てもらって

もよろしいですか。 

  これにつきましては、東京の八王子とか、あと札幌に支所があるんですけど、そちら

の方で作っている、本社がそちらの方となります。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） なければ、以上で、農林部所管分の説明に対する質疑を終結いた

します。なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。再開時刻は、１１時１０分で

お願いいたします。 

          午前 １１時 ３分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午前 １１時 ６分 再  開 

○委員長（後藤 健） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  はじめに、小野地経済産業部長からあいさつがあります。小野地部長。 

○経済産業部長（小野地洋） おはようございます。 

審査をお願いいたします前に、一言ご挨拶を申し上げます。 
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  日ごろから当経済産業部の業務遂行に際しまして、ご理解ご協力を賜り、厚くお礼を

申し上げます。先の４月２４日から行われました第１６回国際花火シンポジウムにつき

ましては、おかげさまで無事に終了することができました。委員各位に対しましても、

改めてお礼を申し上げます。 

  また、５月１５日には所管事務調査によりまして、株式会社花火創造企業が建設いた

しました新しい花火工場を研修いただきありがとうございました。市といたしまして、

議決、承認いただきました補助金によりまして、建設に支援をしており、花火産業構想

の推進役、エンジンとなる取り組みでありますので、出来上がった花火工場の今後の円

滑な運営に期待したいと思っております。 

それでは、今期定例会におきまして審査をお願いいたします当部所管の案件でござい

ます。議案第１０６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第２号）」の１件であ

ります。内容につきましては、担当する企業商工課長及び観光交流課長よりご説明申し

上げますので、よろしくご審査の上ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（後藤 健） ありがとうございました。それでは引き続き審査に入ります。 

  経済産業部所管分について、当局の説明を求めます。はじめに、小松企業商工課長。 

○企業商工課長（小松正美） 議案第１０６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

２号）」の歳出について、ご説明申し上げます。 

 資料№２、平成２９年度大仙市補正予算１１ページと資料№２－１、主な事業説明書

 ４ページをお願いいたします。 

 ７款商工費、１項商工費、２目商工振興費、２２事業「工業団地管理費」５００万円

を補正し、補正後の額を９３５万円とするものであります。 

 今回の補正に計上する５００万円は、大仙市工場適地選定業務委託事業についてであ

ります。 

 合併以来市内の空き工業団地として、中沢・北野目・東長野・台林・西の又・大和田

の６カ所がありましたが、現在提供可能なのは、西仙北地域の北野目工業団地と南外地

域の西ノ又工業団地の２カ所のみとなっており、誘致を検討している企業に対して紹介

できる土地等が不足しております。 

  今後、進出希望企業の諸条件に合う工業団地の整備が企業誘致成功の必須要件である

ため、企業受け入れ体制の基盤整備としての適地調査を委託するものであります。 

  調査内容としましては、「地域の現況調査」「産業立地の需要調査」「候補地の現況
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調査」などを行い、「企業立地の意向調査」と「工業団地の適地調査」などから、工業

団地の基本計画作成に向けた取り組みを行うものです。 

  以上で、議案第１０６号、一般会計補正予算、大仙市工場適地選定業務委託事業につ

いてのご説明をいたしました。 

  よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（後藤 健） 説明が終了いたしましたので、これより質疑を行います。 

  質疑のある方は、挙手の上お願いいたします。はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） この調査の内容で、今現況調査どが、意向調査どがっていうこと

なんだけども、今現にどういう業種の人方が、どういう場所を求めているがということ

について、大仙市に関わるものとしての具体的な案件みたいなものがあって調査するこ

となのか、それを想定した上での調査なのかということまず１点と、同時に県の神岡に

大規模な工業団地あるよな、それの動きどがっていう情報については、我々さも全然入

ってこねんだども、まさに大仙市なんだな。その動きとの関係みでんたものはどういう

ふうに整理つけでいげばいいものなのか。そこらへんはちょっとあるのではないかなと。

まずその２つ。 

○委員長（後藤 健） はい、小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） 最初の大仙市に適正な職業というか、そういう企業の調査

なんですが、今までいろいろ大仙市では製造業として、金属業とか、それから縫製業が

多いものとなっておりますが、今回は大仙市の土地なりなんなりを選定しながら、どう

いうものが一番大仙市に適しているのかとか、そういう調査を各企業の方にアンケート

をとりまして、それから直接企業とのやりとりですね、取りながら今回そういうものを、

どこにどういうものが適しているのかというものを調査するわけとなっております。ま

ず、大仙市独自で各企業を調べた訳ではないんですが、企業訪問をしながら、今ある企

業とあまり競合しないもの、それから競合しても一緒に企業としてやっていけるもの、

そういうものを選ぶのが一番の方策かなとは思っております。神岡工業団地につきまし

ては、県の方に毎年相談しております。県の方としましても、前大きい会社が来るとい

うことでここの場所がいいんでないかという話しがあったんですが、その会社が今撤退

してまして、県の方にも神岡工業団地に対して早急に今後も進めてくださいという話し

しております。毎年陳情を出しております。県の方の見解としましては、今現在横手の

団地がまだ全然売れていない状況なので、そちらがある程度目処つかない限りは、まだ
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大仙市の方に手をつけられないと、それから大仙市の方に、例えば、トヨタとか、そう

いう自動車会社の大きなものがくればまた話が変わってくるんですが、今のところ横手

工業団地の売れ行きがすごく悪いので、そちらがあるので、今のところ大仙市には手を

付けられないというような回答をもらっております。ただ、毎年市長名で県知事あてに

神岡工業団地の早期着工という話しを毎年陳情して出しております。 

○委員長（後藤 健） はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） 非常に工業団地の整備って判断に難しいどごあるんだよな。需要

がこうあって、それに対忚していぐっていう話しだばいいども、需要自体もあるがもし

れね、ねがもしれねという中で調べるっていう話しなので、今も言ったように、横手に

もある、神岡さもまずいわばある、その中で大仙市の中さ来てもらえる業種を探しても

らうということであれば結構意味あるんだと思うんだけど、なんか漠然とという話しだ

ば、金掛けてやったわりに成果が余り上がらねがったということにはならねがなという

心配が一つあるごどです。それと、新たなところを作るという考え方もあるがもしれね

ども、今来てる企業だって、土地持て余してるがもしれねんだな。適地調査なんだがら、

当然そういうこともしてくれると思う。それから公共の施設で余ってるところもある。

うちの方でも工業団地のとなりさ使えない公共施設あるがら、あっこねぐするというこ

とでねぐしたおんな。でも土地はあるんだな。そういったことも含めて、今ある市の財

産処理も含めて考えてもらいでということ、ちゃんと言ってほしいことと、目安があっ

てある程度やるんだべども、ただ漠然とというのはな。せっかくコンサルに出すんだが

ら、きっちり成果を出して欲しいと思う。調べることが目的ではねくて、それを活かす

ことなので、そこまで考えてＰＤＣＡやってほしいな。そこらへんやっぱりその業者と

の話しだがもしれねども、しっかりそこのところをやるということの前提でこの仕事さ

取り組んでほしいと思う。調べるでは目的の達成は半分もしてねと思うので、これいい

機会なので、そういう持て余したところ、工場とか空き店舗も含めて、すぐに来れると

ころとか、手入れねば駄目だどがって、いろいろ当然あるごど、専門家でねえのにしゃ

べるども、そういったことも含めてやっぱりきっちりやってほしいなと思います。かな

り工場来るっていうのは難しい話しであるので、ということをちょっと申し添えさせて

いただきました。 

○委員長（後藤 健） はい、小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） 今回の調査では各企業にアンケートを取ったり、それから
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ヒアリングしたりというような話もありますし、やはり一番大事なのが場所だと思うん

ですよね。そういう面で考えまして、大仙市にはどういう適当な良い土地があるのか、

また今、金谷議員さんが言われましたように公共施設で、例えば学校の用地とか、グラ

ウンドとか、そういう関係のものもたくさんありますので、そういうものも含めたもの

で全部調査して、今回は適地調査、この後私達の方で今度計画を立てまして、具体的に

候補地選定とか、そういう感じに持っていきますので、そういう予定にしております。

今後また、今回敵地調査ですが、そういう基本計画だとか、実施設計とか、そういう面

で具体的なものが出てくると思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。はい、渡邊委員。 

○１９番（渡邊秀俊） これ単純に、補正が４００万出てらども、コンサル会社への委託

費ということだが。 

○委員長（後藤 健） はい、小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） 今回、５００万ですが、５００万は今のところ一般財団法

人日本立地センターとの委託とする予定としております。この金額まるまる委託料なり

ます。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） なければ、質疑を終結いたします。 

  つぎに、観光交流課所管の説明を求めます。大沼観光交流課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 議案第１０６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

２号）」の内、観光交流課所管分についてご説明致します。 

  資料№２補正予算の７ページをご覧ください。 

 はじめに歳入では、１４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１

節「総務管理費補助金に地方創生推進交付金」として、９４３万１千円、また、４目 

商工費国庫補助金、１節「商工費補助金」に東北観光復興対策交付金として、８３１万

１千円を補正するものであります。 

  内容につきましては、歳出でご説明いたします。 

 次に歳出では、資料№２補正予算の９ページと資料№２－１の補正予算主な事業説明

書３ページをご覧願います。 

 ２款、１項、１０目、４４事業「国際交流事業費」では、韓国唐津市で開催される友
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好交流１０周年記念事業への参加経費として３４８万５千円を補正し、補正後の額を４

３３万５千円とするものであります。 

  韓国唐津市とは、平成１９年８月の「友好交流に関する協定」締結後、平成２７年４

月には「友好交流増進協約」を締結し、これまで、行政間交流、青尐年交流等を通じて

国際社会に対忚できる人材の育成に向けて交流しております。 

  昨年の８月に唐津市の副市長が本市に訪れ、友好交流に関する協定締結後１０年にな

ることから、１０周年記念事業に関する協議を行いました。その結果、２９年には本市

から唐津市へ訪問して式典などに参加し、３０年には唐津市から本市へ訪問していただ

き記念事業に参加することとしております。また、今回唐津市への訪問時には、記念行

事への参加のほか、経済交流についても協議することとしており、事前に本市の商工団

体、農協にお集まりいただき経済交流検討会議を開催し、経済交流のあり方について検

討いただく予定であります。 

  事業の概要といたしましては、唐津市での記念事業実施に係る事前協議を行うことと

しており、記念式典での様々な調整や経済交流について協議いたします。記念事業への

参加につきましては、現在の案として１０月２９日から１１月２日までに唐津市へ訪問

する予定であります。訪問の内容につきましては、１０周年記念式典への参加および経

済関係者会議の開催、本市の特産品等のＰＲ、機池市綱引き博物館で開催されておりま

す「刈和野の大綱引き特別展」への視察等を予定しており、市長はじめ市の関係者、議

会関係者、刈和野大綱保存会、及び経済団体、総勢２０名以内を予定しております。 

  主な経費は、旅費及び報償費、特産品等の輸送費であります。 

  現在、メールや電話等で連絡調整中でありますが、先方との調整が整い次第、準備を

進めてまいりたいと考えております。 

 次に、資料№２補正予算書の１１ページと資料№２－１の補正予算主な事業説明書５

ページをご覧願います。 

 ７款、１項、２目、３４事業「花火産業構想アクションプラン推進事業費」につきま

して、１，８８６万３千円を補正し、補正後の額を５，６６７万６千円とするものであ

ります。 

 本事業は、花火産業構想の施策の一環として、４つの柱の一つ「花火ブランドを活か

した観光・商業・農業振興策の強化・拡充」に属している、「メイド・イン・大仙」の

花火玉原料開発・普及事業の中で「花火用マツ炭の生産」を本地域発の産業として創出
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することを目指すための事業であります。 

  マツ炭につきましては、平成２７年度、２８年度に秋田県立大学に委託し、花火玉の

原料に適した農林産物の種類や品質及び製造法の研究などを行ってまいりました。 

  その結果として、炭（木炭）について利用可能量の面から地場産のアカマツで作る木

炭に代替えすることが可能であり、産地に関わらず炭焼きにより花火玉原料に活用でき

ることが明らかになりました。 

  このことから、農林業振興策の一つとして、地域の稼ぐ力を向上させるために「花火

用マツ炭の生産」で産業を創出することとしております。 

  事業の概要については、別紙資料をお願いいたします。 

 １番の事業概要では、炭製造を担う主体が大仙市観光物産協会、炭粉砕を担う主体が

株式会社花火創造企業とすることとしております。それぞれが自主事業で運営すること

としており、市は初期費用として炭焼き窯及び付随する備品等を購入し、大仙市観光物

産協会へ貸し付けするとともに、作業員の人件費や伐採、運搬費、立木代などの運営費

用を対象として炭の販売収支の不足分を補助いたします。 

  大仙市観光物産協会は炭製造にあたり作業員を雇用し、森林組合のご協力をいただき

ながら専用テントを設置し炭を製造いたします。今年度は製造した炭を外部委託により

粉砕し株式会社花火創造企業に販売いたします。 

  創造企業は購入したマツ炭を自社の花火玉原料に活用し、来年度以降は炭粉砕施設を

整備し、自社及び国内の花火業者への販売を予定しております。 

 ２番の炭焼きの収支見込みについてでありますが、今年度は炭の生産目標を３，００

０㎏とし、炭焼き及び炭の粉砕を含めた販売価格をキロあたり７００円に設定しており

ます。 

  支出において、マツ材の仕入れ、人件費、炭焼きにかかる経費、粉砕費等で、収支で

７７万５千円ほど赤字になる見込みであります。その補填として、運営費補助を充てる

こととしております。 

  将来的には、市場性に記載しているとおり、年間１００万円近くの収益が出る見込み

であります。 

  なお、炭焼き窯設置及びマツ材置き場としましては、観光物産協会、それから農林部

局等と候補地を探した結果、荒川鉱山跡地ナチュラルパークオートキャンプ場を候補地

として考えております。 
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  オートキャンプ場につきましては、大仙市荒川鉱山跡地観光施設条例に基づき設置さ

れておりますが、現在休止状態であるため、観光物産協会において一部を借用しマツ材

のストックヤードや炭焼き釜を設置する予定であります。 

  補正予算の内訳でありますが、備品購入費として、炭焼き窯４台分及び炭焼き用テン

ト、木材運搬用ダンプ、薪割り機など、１，６８６万３千円を計上しております。また、

伐採、運搬、炭粉砕などを対象とした運営費補助２００万円を計上しております。 

  財源といたしましては、地方創生推進交付金を活用しており、事業費の２分の１の９

４３万１千円を充当しております。 

 次に、資料№２補正予算書の１１ページと資料№２－１の補正予算主な事業説明書の

６ページをご覧願います。 

 ７款、１項、４目、１３事業「インバウンド観光事業費」につきまして、１，０３９

万円を補正し、補正後の額を３，４７４万７千円とするものであります。 

 本事業では、本市の観光情報を国内外に発信し、観光誘客を促進することにより地域

の活性化を図り、多言語版の観光ガイドブックを作成し国内外のイベント、旅行商談会

などでＰＲし情報発信を進めております。 

  東北の観光については、震災の風評被害の影響などにより、全国的な訪日外国人旅行

者いわゆるインバウンドの急増の流れから大きく遅れ、依然として厳しい状況にありま

す。 

  市では、こうした東北の観光振興に向けた取り組みの支援策である東北観光復興対策

交付金を活用したインバウンドの推進を展開するために、昨年度から継続して事業を実

施しております「秋田中央横軸連携ＦＩＴ受入モデル地域整備事業」について本年４月

６日の交付決定を受け、前年度の実証実験等の報告を基に今年度の事業内容が固まりま

したので、本補正に計上するものであります。 

  事業の概要では、本事業の実施主体は、本市、秋田市、男鹿市、仙北市の４市の連携

事業であり、それぞれ４分の１ずつ負担し実施するものです。事業期間は２８年度から

３０年度の３カ年としております。主に個人及び小規模グループなどの外国人個人旅行

客を対象として、県内の空港や新幹線駅と観光スポット・宿泊施設などを結ぶ２次アク

セスの整備を確立し、４市周遊による滞在時間の増加を図り、地元の活性化を推進する

ものであります。 

 ２８年度は、４市を周遊するコースを設定し、外国人によるモニターツアーによる既
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存の観光スポットの検証や新規交通実証実験、４市連携の英語表記の観光素材のカタロ

グ（ガイドブック）の作成を実施しております。 

  今年度につきましては、外国人旅行者が各コースを巡るツアーバスの運行の実証実験

及び観光施設や宿泊施設、お土産等の割引共通パスポートの検討、協議会設立を予定し

ております。また、個別事業といたしまして、本市単独で外国人旅行者によるモニター

ツアーを実施し、検証した内容について情報発信を行うとともに、モニター参加者から

もＳＮＳ等で発信する取り組みを実施してまいります。 

  なお、本事業の財源といたしまして、東北観光復興対策交付金８３１万１千円を充当

しております。 

  以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い致します。 

○委員長（後藤 健） 説明が終了いたしましたので、これより質疑を行います。 

質疑のある方は、挙手の上お願いいたします。はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） 国際交流事業の韓国語に精通している人材って、今何人ぐらい

いるもんだっすか。この後も人材の確保とか育成とかっていうのは、その部分っていう

のはなんか予定どがってあるのか、その辺をお伺いします。 

○委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 現在その韓国との交流の中で青尐年交流として、毎年訪問、

それから受入ということを行っております。今年度も７月に韓国の方に訪問、青尐年が

訪問し韓国との交流をやると、その中では韓国語についても当然勉強することにもなり

ますし、お互い韓国語、日本語等々を交流しながら覚えていってもらうと、そういうよ

うな取り組みをしております。実際観光交流課の方に韓国の国際交流員オムさんという

方がいらっしゃいますので、その彼女を活用しながら今後その韓国語、韓国に興味を持

ってもらう、逆に韓国から日本語に興味を持ってもらうような取り組みをしてまいりた

いと考えております。 

○委員長（後藤 健） はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） そうすれば今現在は、その方１人を通して通訳っていうか、そ

ういうかたちで行った時にやってもらってるというかたちになりますか。 

○委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 今その国際交流員の方から情報を提供したり、情報をもら

いながら、今やりとりしている、そういうかたちです。観光交流課にいる国際交流員を
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活用して情報のやりとりをしてるという感じで、またその国際交流員のその方に、韓国

の文化等々を市民の方に見せるというような取り組みも現在行っておりますので。 

○委員長（後藤 健） はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） そうすれば、こっちから現地に赴いた時とか、それからあっち

からこっちの方に向い入れた時の、その仲立ちっていうか、意思疎通のための通訳は、

その人がやっているかたちで、全然他からプロを雇うわけでなくて、その人がやってい

るというかたちですか。 

○委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） その国際交流員の方から通訳等々をやってもらってると、

そういう状況です。 

○委員長（後藤 健） はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） 交流の中で、それこそ今、なんだ、全体見ればインバウンドに

向うっていう中なので、これから先、人材の育成とか確保とかっていう部分も考慮して

いかなければならない時期になってきてるのかなと思うので、今後の課題というか、考

える方向性として、考えていただければと思いますので、その辺よろしくお願いしたい

と思います。 

 花火産業、アクションプランの炭焼きの窯４台買うって、さっき出てきましたけど、

この４台全部設置する場所、さっき説明のあった荒川のところにまとめて４台設置する

っていうかたちですか。なんか、移動式だというふうにも伺ったので、そうすればその

後、あっちに持っていったり、こっちに持っていったり、その辺の場所の予定とかもで

きてるのかなと思って、もし予定あればその辺も教えていただければと思います。 

委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 炭焼き窯については移動式の炭焼き窯を４台購入するとい

うことで考えております。現在、荒川鉱山跡地のところに当分の間ストックしておくと

いうことを考えておりまして、その地域の財産区等々の、あと個人所有の松材を森林組

合の方から、どれぐらい量があるかということをまず調査してもらって、当分の間は荒

川鉱山跡地にテントを張って炭焼き窯をそこに設置するということで、いずれ５年計画

を立てまして、その中で地域に松の分布がなくなった場合、他の方に移動するというこ

とを考えておりますが、今のところまだ荒川鉱山跡地だけの場所ということだけしか考

えておりません。 
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○委員長（後藤 健） はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） 今日付けてもらったこの説明資料、これで見ていけば、計画で

は３０年度、３１年度には収支が黒字になるよっていう感じで書かれてあるんですけど、

是非まずこのように期待したいと思いますし、いつもこういう事業ある時は本当にこう

いうふうにうまくいくんだろうかという部分が懸念されるわけで、是非このようにいく

ように持っていっていただきたいというふうに思います。 

  つづけて、最後お聞きします。インバウンドの観光事業費ってあるっすけど、前確か

ここでサイクリングコースの計画書の話し前回出された時に、計画にこんなに掛かるの

かってすごく思った記憶あるんですけど、実際これどういうものが出来た、これ公表さ

れてるんですか、それともただ計画書出来てここに保管されているだけなのがっていう

やつがまず１つと、それからこの中で今年ホームページ作成っていうふうに書かれてい

ますけど、これ独自のものなのか、それとも一緒にやる隣の仙北市と美郷町が、一緒に

やることですけど、それぞれのホームページにリンクさせるようなかたちなのか、その

辺分かれば教えていただければと思います。 

○委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） サイクリングコース活用事業につきましては、昨年度計画

策定、コースの計画策定ということで実績報告を基に１０コースの設定をしております。

その中では、大仙市単独のコースもありますし、仙北市、美郷町、大仙市、その３つを

回るようなコース設定もしております。そのコースに基づいて、今年度は案内板の整備、

それからその観光施設の整備等々を行っていくというような流れで今年度当初予算の方

で計上しております。２９年度、インバウンドサイクリングコース活用事業の方の２９

年度事業の中では、ホームページ作成、それからプロモーション映像等の作成を予定し

ておりますが、このホームページにつきましては、サイクリング事業の独自のホームペ

ージを考えております。というのは、仙北市、美郷町も入ってますので、独自のホーム

ページを作成しまして、それを各３市町のホームページの方にも当然リンクしていくよ

うなかたちで作成を考えております。 

○委員長（後藤 健） はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） そうすれば、この計画書というのは、誰でも見れるようなかた

ちで出来ているわけなんだっしか。 

○委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 
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○観光交流課長（大沼利樹） 閲覧は出来るかたちになりますが、それをホームページ等

で今後公開していくということを考えております。 

○委員長（後藤 健） はい、秩父委員。 

○副委員長（秩父博樹） もしよかったら、ここの委員会に関連することだと思うので、

こういうのできましたというのあとで教えていただければと思います。 

○委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） そうすればあとで皆様の方にお示しいたしますので、よろ

しくお願いします。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） ひとつは、アクションプランの炭の話しなんだけども、観光物産

協会でやるということになったようだけども、実際にその民間どがで、そういう業務に

取り組んでいきたいどがっていう声はねがったものなのがどうかということ、まずそれ

１つと。次、インバウンドの話しなんだけど、計画書出来て、コースでこうやってって

いうのいいんだけど、それで絡んでくるのが、観光施設っていうが、宿泊施設だったり

するわけよな。うちの方、みずほロードだとすれば当然あることなんだけど、スキー場

と奥羽山荘あるんだけど、そこの指定管理してる人達、あるいは経営している人方ど情

報の共有を、やっぱりよっぽど密にして欲しいし、お客さんにとっては内側の話しって

余り関係ね話しだな、市町村境がどこであるどが、ここが誰経営してるどが、誰がやっ

てるどがっていうのは、来たお客さんにとってはなんも関係ね話し、受けたいサービス

を受けにくるんだ。そこのところの意識をみんなして持たないと、なかなかこのインバ

ウンドせっかくやったけれども、対忚悪りがったという話しになれば、多分こういう情

報って、マニアな人方が来る世界なので、すぐ広がる。だから、そこやるからにはちゃ

んとやっていいものにしてほしいので、そういったところを詰めて欲しいなと思います。

それからバス、今大曲から奥羽山荘までバスいぐ、４月がらな、なかなかまだ周知され

でねんでねがという気がするので、これ特に、観光さ来る人って、必ずしも自分で車で

来る人ばりでねくて、当然に公共交通機関はっていう話しになると思うので、そこら辺

もせっかぐいったんだがら、アピールしてもらえればいいのかなと、そんなふうに思う

ので、今度本当に実行の段階だべがら、そこしっかり案内板のことも含めて、それから

忚対、電話等も含めて忚対、そういったのは施設の管理している人方と充分共通意識で

やって欲しいので、それはお願いします。 
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○委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） はじめに、アクションプラン推進事業費の炭の製造にかか

る民間の声ということなんですけども、森林組合の方と、西森林組合、東森林組合の方

とこの前会議をもちまして、なかなか民間ではなかなか厳しいという話しを聞きました。

大仙市観光物産協会については、花火産業構想の中の大仙市と商工会議所、それから商

工会、プラス大仙市観光物産協会の４者で、この推進構想を図っていくということで、

その中で大仙市観光物産協会が先になって炭製造をする、その中で、農林業の活力、活

性化を図るということで、今回大仙市観光物産協会の方で炭の製造をやってもらうとい

うことになりました。つぎに、インバウンド推進事業費の中のスキー場、それから奥羽

山荘等については、今後この３市町で１つの協議会を立ち上げることを計画しておりま

す。その中では当然、宿泊施設、それから観光施設、娯楽施設等の方も構成員の中で一

緒になって３市町で、その取り組みをやっていくというようなことで協議会を立ち上げ

ることで今計画をしておりますので、その中でお互い情報共有を図りながら、まずはそ

の外国人の方にプロモーションといいますか、情報提供を図っていくということを考え

ております。最後のバスについては、奥羽山荘までのバスについても、観光サイドの方

でもいろいろと周知を、ＰＲしたいなということを考えております。 

○委員長（後藤 健） はい、金谷委員。 

○２３番（金谷道男） 炭の話し、くどいんたども、やっぱり産業として成り立たせねば、

花火構想の核たるものだべがら、その時に公共の団体が事業主体なってというのは、ち

ょっと不安が残る。要するに経営していぐっていう発想になった時に、どうやって合理

的にして、どうやっていいもの作っていぐがって、経験みでんたもんで、やらねば駄目

だ話しだべがら、ただ仕事してればいいどが、作業やればいいどがっていう話しなれば、

現場の人にそこまで責任を負わせるが、考えさせるがということがあると思うんだよな。

スタートはこうでも、なんとがして早く民間でやりで人を見つけて、そこである程度お

金になっていげるぞということがないと、これ産業としては定着しねど思うので、せっ

かくの構想なので、ましてアカ松の大きいやつもいいっていう話しだっけがら、いまち

ょっとマツクイが大仙の中でも増えてきつつあるので、東に来てすごく恐れてるので、

そういったいじの処理も素早くできるということにも繋がると思うので、なんとかして

そこ、これから研究して欲しいと思います。観光物産協会って本来そういった事業やっ

て、わだでもうげでなんとがっていう組織ではないはずなのよ、おれもメンバーだがら
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言うども、だがらそっからやっぱり、スタートがらやんねば。やってもいいがもしれね。

それお願いしたいということと、インバウンドの話しは施設の受け手側の意識改革、あ

るいはこうやっていくんだというようなことを共通認識して欲しい、そういうことです。

施設、しらねどと、おめだやったやつだべへなんて話しなれば、さっきも言うども、来

たお客さんにとってそれなんも関係ねがらな。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。はい、渡邊委員。 

○１９番（渡邊秀俊） １点確認だどもっしよ。私のあれでは、雑木は１㎥１万１，５０

０円というのが森林組合の相場だと思うんだっしな。ところが松材は１㎥８千円だが、

８，５００円。これ１㎥と１窯と同じだが。同じだば単価安いんでねがと思う。違って

１窯なれば１万１，５００円という単価であれば、なんもいんだどもよ。 

○委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 1㎥、１窯になるんですけど、大体その松材でいくと７００

キロ弱という容量になります。価格については、森林組合との協議の中で、搬出経費。 

○委員長（後藤 健） 渡邊委員。 

○１９番（渡邊秀俊） １㎥っていうのは１窯でねっていうことだな。んだども、松材を

安く設定してると。収支の面で１番最初の原材料を安くしたという経緯はねえべなとい

うことだし。 

○委員長（後藤 健） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 運搬の条件等々も勘案して、立木費ですか、それについて

は森林組合の方と適正な価格というものを協議していますので、大体その立地条件、要

は山の奥から持ってくる運搬費と道路脇の方に木材があるところについての運搬費は若

干価格が違うということで。 

○委員長（後藤 健） はい、渡邊委員。 

○１９番（渡邊秀俊） 遠くても近くても運べるどごさ出せば、大抵１㎥なんぼ、１窯な

んぼだとか、遠い近いはなんも関係ねんだよ。だがら俺が言ういじは、松だけおえでる

ところでねぐ、ポツポツとおえでるっしね、代えって難儀するわげよ、これ。だがらそ

れを安く買いたたくやつはうまくねんでねがということです。距離関係なく。運べると

ころまで出してなんぼだがら。普通松はあんまり高くねんだ。んだどもこうやって使う

いじあれば生産者さもっとじぇんこおどしたほうがいいんでねがというのよ。せば今言

った松くい虫の山もきれいになるべし、生産者もまだせばあっちさいって切ってくるが
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って労働意欲もでてくるべがらよ。 

○委員長（後藤 健） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 先日、森林組合、東、西、それから振興局の森づくり課の

課長と班長に来ていただきまして、打合せをしたんですけど、今回雑木とか、松という

のが、混交林というのが今の大仙市の山の現状でございます。その中で雑木はマキで言

いますと、昔の単位でいうと１張というような言い方をしてたんですけど、１㎥だとそ

れより尐ないわけでして、それからもうちょっと安くなるとパルプ等の搬出もあるんで

すけど、そういう単価から条件が良ければ８，５００円で購入できるというようなこと

を伺いました。それから、雑木と混交林なので、どちらかというと松の搬出容易でない

だろうというのは当然でございます。ちょっと太かったり曲がったりしますので、そう

いう中で本来森林組合は１町歩だったら１町歩、５反歩だったら５反歩というかたちで

まとめて山を買うそうです。その買った中でいくらか松があるというかたちでありまし

て、どちらかというと今の松の価値というのが材としては無いということで、今木質バ

イオの発電等では使用してるのは割と油分が多くて有効なんですが、一般的には価格は

つかなくて、どちらかというと道まで出す費用が木の価格になってるということであり

ました。ということで、８，５００円、決して高く見積もったわけではございませんが、

同時に出すことによって松材を安く提供してもらえるんじゃないかということもありま

したので、今渡邊議員から言われました、できるだけ高く買うということについてはち

ょっと考慮されていないかもしれません。 

○委員長（後藤 健） ほかに質疑のある方。。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） なければ、質疑を終結いたします。 

以上で、経済産業部所管分に対する質疑を終結いたします。なお、討論・表決につき

ましては、最後に一括で行います。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。再開は、入れ替え後、ただち

にお願いいたします。 

          午前 １１時５５分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午前 １１時５８分 再  開 

○委員長（後藤 健） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 
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  議案第１０６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第２号）」を再び議題とい

たします。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） 討論なしと認めます。 

  それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

○委員長（後藤 健） 次に、閉会中の継続審査および調査の申し出にかかる事件につい

てをお諮りいたします。 

お手元に配付いたしました事件につきましては、議長に対し、閉会中の継続審査およ

び調査の申し出をいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

 

○委員長（後藤 健） 次に、委員派遣の承認要求についてお諮りいたします。 

７月４日から５日までの期間、所管する事項について行政視察を行うため、議長に対

し、委員派遣の承認要求をいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

以上で、当委員会に審査付託となりました事件の審査は、すべて終了いたしました。 

なお、本委員会の「審査報告書」及び「委員長報告」の案文につきましては、委員長

にご一任願いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（後藤 健） ご異議なしと認め、そのように決しました。 

これを持ちまして、企画産業常任委員会を閉会いたします。大変お疲れ様でした。 

          午前 １１時５９分 閉  会 
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